


















要   約:本研究では、平成 7・ 8年度の研究結果をふまえ、勤務助産婦を活用した効果的

な新生児訪問指導のあり方を検討することを目的とした。特に、昨年度明らかになった常

勤助産婦以外の訪問要員の確保において、中規模 T病院において、ハイリスク母児フォロ

ーとして新生児訪問する場合の必要数の算定を試みた。その結果、週 1～2 日(全日)、非

常勤助産婦を導入することにより、ハイリスク母児のフォローが可能なことが判明した。

 また、同 T 病院において一定期間に試行した新生児訪問指導に関して、被訪間者、訪問

者両者に実施したアンケート調査により、訪問効果、訪問指導の実態、ニード、今後の母

子支援のあり方等について調査し、より効果的なあり方について検討した。

その結果、以下のことは判明した。

 (1)出産施設の勤務助産婦による訪問のニードは高い。(2)退院後 1～2週間以内は乳房ケ

アを必要とすることが多く、助産婦による訪問が望ましい。(3)有料訪問のニードも高く、

料金は母親・助産婦共、3,000～5,000 円が適切と考えていた。(4)病院からのフォローと

しての訪問指導は、社会的ハイリスクへのニードが高い。(5)その場合は病院への公的委

託事業とすることか望ましい。(6)病院からのフォローシステムとしては電話訪問との併

用が効果的である。(7)その他の母子支援として、24 時間電話相談、来所相談所が必要で、

その活用として、日本助産婦会支部、助産所の活用が考えられる。


